










愛知大学豊橋研究支援課長 田辺 勝巳 























































































































































































































































































































































































度 600 万円、第 2 年度 530 万円、第 3 年

























1,220 名に達した。昭和 27 年新制大学完
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1,220 名に達した。昭和 27 年新制大学完
成年度には学生数 3,000 名、教員数 90 名、
 
 






















学部構成と学生数とは、昭和 27 年 5 月 1
日現在、旧制大学（3 年制）学生 326 名、
新制大学（4 年制）学生 2,012 名、短期大




























































































































7 月 30 日に教授会が開かれまして、その 23
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昭和 24年 3月 19日の中部日本新聞（1965
年、中日新聞に名称変更）に、「新制大学」に
関する記事を見つけました。【資料 PPT/P35～
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に引抜くよ ことがあっ は本学としても困ることであるからこれ等の点について森戸文相と償人的に話合ったことがある。これに対し名人田村総長は、文柑を介して愛大から合流の申込みをうけたなどと言明したが、亭実は本学から正式に合流の申込みをしたようたことは全然ない。また名大の教授中には愛大との合流を希望 ている人が多く、或る会合の序で自分 それ 言われ があった。これに対して自分はり教識只の全員吸収図学生の全員吸収固地元との了解、 三条件が充たされなけ ば実現不可能と考え、その旨を答えたことがある。これ埒の事情から
i
度名大当局者 意向を打診しておく必要 ると考え、自分は全く個人の資格で田村総長と会見し 。
h村氏はそ
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中部日本新聞 昭和 24 年 3 月 23 日
【社説】大学法案をめぐる論議
大学法案は四月国会上程の予定と倍えられているがこれに対する反対連動も強い。アメ リカのボ
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パス現--, 日 ゜名琶をは墾゜し一八のる豊
リのしジ本 九 古部卒県忠 て日十風°檎
葬画たヤ美 九 屋＾業立都 開‘点景塞市家十ポ術〇 校篇徳旭醤 場平を画二町
のモ九二の年 舎シ愛丘の 式松展河畑員謬玄酎岱 でしこ知高平 が さホをゃ町んす中全..__,学進大美松 あもる心国で
ル拠フ-をら ん学法術さ つ来゜に各始
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H本の風景名作並ふ平松さん、固校愛大で絵画展
